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2021.7～2022.6 
会   長 森本博明 
副 会 長 北村公一 
幹   事 小川佳伸 
雑誌･広報･会報委員長  

澤木政光 

 

週  報 

四つのテスト 1.真実かどうか 2.みんなに公平か 3.好意と友情を深めるか 4.みんなのためになるかどうか 

国際ロータリー第 2660 地区 

 

 

創立 1959 年 6 月 16 日  

広めよう ロータリーの心 地域とともに 

2021～22 年度 
国際ロータリー会長 

Shekhar Mehta 
(奉仕しよう みんなの人生を豊かにするために) 

事務局・例会場：〒560-0021 豊中市本町 3 丁目 1 番 16 号 ホテル アイボリー内         
TEL 06-6858-1551   FAX 06-6857-0011 
 例 会 日 時：毎週火曜日 12 時 30 分より  
事   務   局：10 時～16 時(土日祝を除く) 
ＨＰアドレス： w ww .s un - i ne t. or .j p/ ~j tr c2 66 0/  

 メールアドレス：jtrc2660@sun-inet.or.jp 

 

☆会長の時間☆ 
 
「2 月 23 日はロータリーの創立記念日」 

2021-22 年度 会長 森本博明 
 

2 月 23 日はロータリーの創立記念日です。今から 117 年前の 1905 年 2 月 23 日のこの日に世界初のロー
タリークラブ（シカゴ・ロータリークラブ）が設立されました。シカゴ中心街にあるユニティ・ビル 711 号
で、 ポール・ハリス, ガスターバス・ローア、シルベスター・シール、ハイラム・ショーレーの 4 人が、ロ
ータリー初のクラブ例会を開きました。ロータリーは、一人のアメリカ人のビジョンによって始まりその人
の名は、ポール･ハリス。シカゴで弁護士として働いていたハリスがさまざまな分野の職業人が集まって知
恵を寄せ合い、生涯にわたる友情を培うことのできる場をつくることが、ハリスの夢でした。「ロータリー
が私たちにとって何を意味するにせよ、世界は、その活動成果によってロータリーを知るのです」ポールハ
リス ロータリー創設者 

 
ロータリーのコミットメント 

 
「ロータリアン」と呼ばれるロータリー会員はこれまで、単なる歴史の傍観者としてではなく、歴史の一部
となって活躍してきました。ロータリーには、創設時から現在まで変わらない 3 つの特徴があります。 
まずは、ロータリーの「国際性」です。創設後わずか 16 年の間に、ロータリークラブは 6 大陸へと広がり
ました。日本では 1920 年（大正 9 年）に初のロータリークラブ（東京ロータリークラブ）が設立されてい
ます。今日私たちは、さまざまな方法で世界が直面する諸問題に応えるために、世界のほぼすべての国で活
動しています。 
2 つ目の特徴は「粘り強さ」です。第二次世界大戦中、ドイツ、オーストリア、イタリア、スペイン、日本
のロータリークラブは、ロータリーからの脱退を余儀なくされました。しかし、これらの国々のロータリア
ンは、リスクを承知で非公式にミーティングを続けました。戦後、ロータリーに復帰したこれらのクラブ
は、ロータリーのみならず、国の再建においても大きな役割を果たしました。 
最後に、「奉仕へのコミットメント」です。ロータリーは大きな夢を掲げ、常に高い目標を掲げています。
1979 年、ロータリーは、フィリピンで 600 万人の子どもたちにポリオの予防接種を行うプロジェクトを開始
し、これが世界的なポリオ根絶活動のきっかけとなりました。野生型ポリオウイルスが常在する国は、1988
年の 125 カ国から、現在はわずか 2 カ国（アフガニスタンとパキスタン）に減っています。       

（引用 ロータリー歴史） 
 
 

 

 
  

 

 

                           

     

 

次 回 （  3 月   1 日 ） の プ ロ グ ラ ム  
 

「 合 気 道 に つ い て 」  

 
卓 話 担 当 ： 南 原  淳  

本 日 （  2 月  15 日 ） の プ ロ グ ラ ム  
 

 「 生 命 保 険 の 基 礎 知 識 に つ い て 」 

 
卓 話 担 当 ： 横 田 広 司  

 

 

令和 4 年 2 月 15 日 

 

mailto:jtrc2660@sun-inet.or.jp


○幹 事 報 告○ 
 

・国際ロータリー第 2660地区 

「2021-22年度 卓話銀行（講師追加のお知らせ）」が 

届きました。 

「2022年ロータリー国際大会に関するお知らせ」が届き

ました。 

「2022-23年度 地区補助金申請書掲載のお知らせ」が届

きました。 

 

・バストラ・ススミタさんが、無事日本に帰ってこられ 

たことをご報告いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
「2021-22 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

✑ 掲 示 板 ✑ 

 

・R財団創立記念日 

 1905年 2月 23日です。 

・第 9回定例理事会 

 日 時：2022年 3月 1日（火） 例会終了後 

 場 所：ホテルアイボリー    例会場 

 

※3月 8日の例会は定款により休会となります。 

 

・社会奉仕フォーラム 

 日 時：2022年 3月 15日（火） 例会終了後 

 場 所：ホテルアイボリー    例会場 

・第 2回ガバナー補佐訪問 

 日 時：2022年 3月 22日（火） 例会時 

 場 所：ホテルアイボリー3F   例会場 

 

☆3月受付当番☆ 
チーフ：小牧義昭会員 

3月  1日 村司辰朗会員、矢野 昭会員 
3月 15日 眞下 節会員、松本 悟会員 
 

 
◎副幹事・副 SAA当番◎ 

3月副幹事       松本拓朗会員 
3月副 SAA      小牧義昭会員 

 

 

✑2月 8日の誌上卓話✑ 

 
「豊中ロータリークラブの国際奉仕活動について」 
 

卓話担当： 国際奉仕委員長 小寺潤一 
 
新型コロナウィルス感染症拡大による「まん延防止等重点措置に基づく要請」により例会卓話及び国際奉

仕フォーラムが中止となりましたので、当日お話ししたかったことをまとめてみました。 
テーマは『豊中ロータリークラブの国際奉仕 これまでとこれから』です。 
私が知っている範囲で書かせていただきますので、間違いや抜け落ちていることがあると思いますが教え

ていただければ幸いと思います。 
 
① プラティープ財団 

1994年 
 （社）豊中青年会議所と豊中ロータリークラブ有志一同で豊中市消防局の無償払い下げポンプ車 2
台をタイ国プラティープ財団に寄贈。バンコク クロントイ地区の自衛消防団で使われる。 
1997年 
豊中ロータリークラブが同様の消防ポンプ車 2台を寄贈、贈呈式にプラティープ財団を訪問する。 
プラティープ財団の消防団員 4名を招待、豊中市消防局で 3日間の短期基礎訓練を受講する。 

1998年～2014年 
 プラティープ財団を通じて 2660地区やロータリー財団の補助金（マッチンググラント）を活用し
た活動を行いました。 
主な共同実施クラブ名 
バンクチャン RC、バンコクポート RC、グルアイナムタイ RC、カンチャナブリ RC、タムアン
RC、マニカン RC、ヒマラヤパタン RC（ネパール）、プラナコン RC 等。 

② 変化したこと 
 GGになり事業規模が約 10倍になった。 
 ロータリアン同士なのでロータリー財団のコンプライアンスが守られる。 
 申請書、見積書等はシーロム RCが提出してくれる。 

③ これからの活動について 
 これからの国際奉仕活動についてフォーラムで皆様のご意見をお聞きする予定でしたが中止となっ
たため 2月 21日（月）20時より Zoomによるロータリー談話室のなかで北村会員のご協力によ
り行いたいと思いますので是非ご参加ください。 

 
 

 

  

 


